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Ⅰ．問題の所在

　現代社会にあっては，核家族化の進行，共同体とし
ての地域の崩壊，コミュニケーション能力の低下など
を背景に，青少年の社会への不適応や問題行動が多発
し，青少年期における人格形成教育が改めて問われて
いる．このことは，スポーツマンシップという言葉に
象徴されるように，一般的には社会のロールモデルと
認識されているスポーツ選手においても例外ではなく，
たとえば大麻の使用のみならず栽培や売買などの不祥
事がマスメディアに相次いで取り上げられている．
　これらの問題解決の手段として，教育現場や一部の
スポーツ団体では，ライフスキルと呼ばれる概念に立
脚した教育への取り組みが始められている．しかし，
それらは個別の対応にとどまり，地域社会全体をカ

バーする横断的・包括的なネットワークを形成するま
でに至っていないのが実情である．
　本小論は，スポーツが有する人格陶冶の機能を体現
すると期待されるスポーツ選手を対象としたライフス
キル教育プログラムの開発を行うことを通して，社会
的な問題となっている青少年の人格形成に寄与するた
めに，地域におけるライフスキル教育の拠点づくりの
必要性について考察するものである．
　以下，ライフスキルという概念について概略を確認
し，アメリカにおけるライフスキル教育および日本の
大学スポーツの動向について検討を行う．さらに，日
本におけるライフスキルとライフステージの関係か
ら，ライフスキル教育がスポーツ選手のみならず，大
学ならびに社会にとり重要であることについて言及す
る．
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Ⅱ．「ライフスキル」とは

1．「ライフスキル」の定義
　ライフスキルの定義については，コーネル大学のボ
ドウィン（1997）による「複雑で困難な課題に満ち
た社会の中で成功し，直面する多くの問題を効果的に
取り扱うのに必要とされる一般的な個人および社会的
能力」注 1）が一般的とされる．
　また，世界保健機構（WHO）の精神保健局ライフ
スキルプロジェクトでは，「日常生活で生じるさまざ
まな問題や要求に対して，建設的かつ効果的に対処す
るために必要な心理社会能力」注 2）とされ，次のよう
な具体的なテーマが掲げられている．すなわち，①自
己認識，②共感性，③効果的コミュニケーション，④
対人関係スキル，⑤意思決定スキル，⑥問題解決スキ
ル，⑦創造的思考，⑧批判的思考，⑨感情対処，⑩ス
トレス対処，である．
　つまり，ライフスキルは，このような人間としての
精神的な成長と社会性を促す幅広い諸スキルの総称と
捉えられる．しかしながら，現実は，社会環境の変容
にともなう外的な要因や生活習慣上ともかかわりの深
い，薬物，飲酒喫煙，いじめなどに対応する，いわば
時代の要請ともいえるテーマや，思春期妊娠，エイズ
などのヘルスプロモーション，あるいは知的能力の向
上といった個別的な対応にとどまらざるを得ない状況
にあると考えられる．

2．日本における実践例
　日本におけるライフスキル教育は，社団法人日本
WHO協会，WKC（神戸センター），文部科学省にお
いて位置づけられている．
　教育界においては，Lions Quest「思春期のライフ
スキル教育」プログラム注 3）（一般生徒向け）が挙げ
られる．本プログラムの著作権は，「ライオンズクラ
ブ国際財団」が所有し，開発・普及活動は「ライオン
ズクラブ」と NPO法人「青少年育成フォーラム」が
担当している．その内容は，心の成長と感情のコント
ロールや友人関係の改善，家族とのきずなの強化や薬
物にかかわらない健康な人生など，生徒のライフスキ
ルの獲得を目的としたプログラムと，教員への研修や
保護者，地域との協力体制の構築も視野に入れられた
取り組みである．このプログラムは，たとえば京都で
は私立京都翔英高校注 4）に採用されている．
　スポーツ界においては，ライフスキルの育成を目的
とした企業による本プログラムの取り組みが行われ
ている．1950年代に保険業界で大成功したポール J
マイヤーが考案したプログラムをもとに，日本では，
1964年から PJMジャパン株式会社が本プログラムの
翻訳・製作，販売活動を行っている．著作権・商標権
などは同社に帰属しており，これらの販売活動をサ
ポートするために SMIジャパン株式会社がイベント
や研修を実施している．
　さらに，株式会社フィールドオブドリームスはス
ポーツの競争性を活用したライフスキル育成に着眼
し，若年層選手・指導者育成に向けた研修を行ってい
る．川崎フロンターレにおいては，2004年からプロ
グラムの一環であるサマーキャンプを導入し，選手に
スポーツマンシップの理解と個人の価値観を明確にす
る目的で研修を実施している．
　さらに，学校教育における運動部活動では，原田総
合教育研究所の著作権の管理による原田隆史式，態度
教育・目標達成プログラムを導入する指導者もおり，
ライフスキル教育の認知度が高まっていることが顕著
である．
　また，JKYB研究会注 5）や皆川（2002）注 6）などによ

注 1） Life Skills Training “Evidence-based Prevention Programs 
for Schools, families, and Communities”
ホームページ
http://www.lifeskillstraining.com/developer.php
Dr. Gilbert J. Botvin,
注 2） WHO・編　監訳　川畑徹明，西岡伸紀，高石昌弘，石川哲也
訳　JKYB研究会『WHOライフスキル教育プログラム』大
修館書店　1997年
　ライフスキルは，WHOにより定義がされ，UNESCOや
UNICEFはその定義を採用している．さらに，ライフスキル
に対する議論は，国連の場でも協議されている内容であり，
ライフスキルに関するプログラムはWHOの定義をもとに，
各プログラムが作成されている状況にある．
　さらに，WHOは，ライフスキルと精神衛生について，以
下のように記述している．
　精神衛生：精神衛生促進Mental健康を強化することは，
精神障害のまさに欠如ではない．
　精神衛生のポジティブな特性は，その憲法に含まれる健康，
WHOの定義で強調される．：「健康は，完全な身体的で，精
神的で，社会的健康の状態であり，単に病気や虚弱の欠如だ
けではない．」WHOの 191の加盟国は，この細部にこだわ
らない声明を支持している．
　どのように，人は精神衛生を定義するのか？
　それは，個人が自分の能力を理解する健康の状態で，生
命の通常のストレスに対処することができて，生産的に，
そして効果的に働くことができ，彼または彼女のコミュニ
ティへの貢献をすることができることである．（出所：WHO
ホームページ Programmes and projects　http://www.who.int/
mediacentre/factsheets/fs220/en/）

注3） Lions Quest「思春期のライフスキル教育」プログラム
http://www.jiyd.org/lionsquest/
注4） 京都翔英高校は，昭和 63年に定時制及び通信制の高等学
校に，中途退学した時点で取得している単位を認め，高等学
校卒業に必要な単位数に到達した場合高等学校卒業の資格が
得られる単位制高等学校で，平成 5年全日制も併設．
注5） JKYB（Japan Know Your Body）研究会は，青少年のセ
ルフエスティーム（健全な自尊心）や目標設定，意志決定，
ストレスマネジメント，コミュニケーションスキルなどの一
般的・基礎的な心理社会能力（ライフスキル）の形成を図る
ことによって，青少年の健全な発達を促し，喫煙・飲酒・薬
物乱用を始めとする危険行動を防止することを目的として →
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るワークショップが開催され，そこでは 10歳前後の
年代を対象に煙草やアルコール，危険な薬から自分を
守るプログラムなど注 7）が中心に実施されている．

Ⅲ．アメリカにおける「ライフスキル教育」

　アメリカにおけるライフスキルプログラムは，多民
族国家が抱える問題解決法としてのビジネススキルや
社員研修を中心とするもの，社会生活上の問題，すな
わち喫煙や若年での妊娠などの課題を解決するための
学校における思春期前の青少年教育として展開される
もの，大学スポーツ界で社会のロールモデルとしてトー
タルな人格形成のために実施され，卒業後の進路や社
会的な影響と効果に資するもの，が主となっている．
　これは 1980年代のアメリカの社会背景，すなわち
アメリカ経済の低迷による治安の悪化や行き過ぎた個
人主義による対人関係の崩壊などを原因とする，ソー
シャル・キャピタル（社会関係資本）の減衰注 8）が背
景にある．スポーツ界では，この時期に，スタジアム
のロッカールームでの発砲事件や大学スポーツ選手の
間でのドラッグの蔓延，さらにスポーツ推薦で入学し
た字も読めない学生の存在に加え，大学付近での治安
が悪化するなど，スポーツ選手のあり方が社会問題化
した注 9）のである．スポーツ選手を対象としたライフ
スキルプログラムは，モラルの低下や学力の低下，留
年の増加，犯罪への関与などが，スポーツを引退した
あとのセカンドキャリアに関係する問題を招来せし
め，大学教育全体のレベル低下すなわち国力の低下に
もつながる危機との認識のもと，国際競争力の低下に
歯止めをかけるために実施されているものである．
　このような背景のもと，ジョージア工科大学のホー
マー・ライスが開発，実践したものがトータル・パー

ソンプログラム注 10）である．その結果，次のような具
体的な成果を得ることができたという．すなわち，ス
ポーツ選手の卒業率が 30％台（1981年）から 80％台
（2002年）に改善，スポーツ選手の GPA（平均成績値）
が 2.86に改善（全学年平均 2.93），大学の学術レベル
が全米の大学で 1,000校中 37位に改善，スポーツ選
手の就職が安定，アメフト，バスケット，野球，ゴル
フで全米ナンバー１に，オリンピックで４つのゴール
ドメダルを獲得注 11），凶悪犯罪の減少と町の治安が安
定，などである．
　この成果をうけて，NCAA（全米体育協会：
National Collegiate Athletic Association） は Champs 
Lifeskills Program注 12）を開発し，現在では全米の大学
教育プログラムとして 200大学以上で採用されるこ
ととなった．
　その内容は，本来の大学における高等・専門教育の
みでは解決不可能な様々な問題に対する解決法を提示
するものである．そして，それは実社会と大学教育と
の大きなギャップを埋める役割を担い，主にアメリカ
の大学のスポーツ教育において，「心と魂と体」とい
う成長バランスの取れた人間形成教育として広く導入
されている．さらには，今日では一般の大学生へも適
用され，狭義には大学卒業後の人生において，広義に
はアメリカ社会全体にとっても不可欠な教育プログラ
ムとして展開されているのである．
　なお，NCAAには全米で 1,080あまりの大学が加
盟している．そして，ほとんどの大学には Athletic 

1988年に発足　http://www5c.biglobe.ne.jp/~jkyb/
注6） 皆川興栄「ライフスキル教育が“心の健康づくり”に果
たす役割」新潟大学教育人間科学部附属教育実践総合セン
ター 教育実践総合研究 創刊号，2002年，23-29ページ
注7） アメリカでも，ボドヴィンは喫煙や飲酒の防止にライフ
スキル教育を実践し，ダニッシュ（バージニア州立大学ライ
フスキルセンター長）は一般の児童を対象にスポーツを通し
てのライフスキルを教育することを実践している．
注8） 宮川公男，大守隆編『ソーシャル・キャピタル現代経済
社会のガバナンスの基礎』，東洋経済新報社，2004年 3-54ペー
ジ
　宮川は，「ソーシャル・キャピタル」（social capital，社会
的資本）を以下の通り定義している．
　ソーシャル・キャピタルは，わが国では「社会資本」とい
う言葉に結びつくが，大まかにいえば人間のつくる社会組織
のなかに存在する信頼，規範，ネットワークのようなソフト
な関係を意味する．
注9） 本文脈は，NCAAのチャンプスライフスキルプログラム
の定義やサポート内容，毎年繰り返される事件事例から著者
が定義したものである．

注10） ジョージア工科大学トータル・パーソンプログラム
http://ramblinwreck.cstv.com/school-bio/geot-rice-total.html
ホーマーライスプロフィール
http://ramblinwreck.cstv.com/genrel/rice_homer00.html
Total Person Programは，具体的には，
・ 各チームから代表して，このプログラムを評価する機関を
構成
・就職支援
・ボランティア活動
・ WHOやボトヴィン氏の定義に基づいた学生アスリート向
けのライフスキルを構成している．特に，学生アスリート
向けのライフスキルには，
・Stress/Time management（ストレスや時間の管理）
・ Sexual assault and violence prevention and awareness（性的
欲求や感情の抑制と自覚）
・ Drug/Alcohol Use as it relates to health and athletic 

performance（薬物，アルコールとの付き合い方）
・ Etiquette Training - business, classroom, dining, etc.（場に応
じた礼儀作法）
・Sports Nutrition/Dietary Supplements（スポーツ栄養学）
などがある．
注11） ジョージア工科大学トータル・パーソンプログラム
http://ramblinwreck.cstv.com/school-bio/geot-rice-total.htmlより
注12） NCAA　CHAMPS/Life Skills Program カタログ
http://www.ncaa.org/library/general/champs_life_skills/
champs_life_skills.pdf

→
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Department（体育局）が設置され，ここが，学生アス
リートの入学・奨学金・学業にかかわる業務，コーチ
や指導者の採用，スポーツ施設の管理・運営（営業），
テレビの放映権（特にアメリカン・フットボールやバ
スケットボールなどに関する放映）の交渉・管理など，
当該大学におけるスポーツすべての窓口になってい
る注 13）．Athletic Departmentは日本の学生スポーツ組
織とはまったく異なった形態となっており，学生アス
リートにかかわる権限と責任を担っているのである．

Ⅳ．日本の大学スポーツの動向

　スポーツが教育の一環として採用され定着している
日本においても，アメリカの事例と同様なスポーツ選
手による不祥事が多発する現象注 14）がおきている．
　このような不祥事が発生する背景のひとつとして
は，日本の社会構造の変容があげられよう．戦後の産
業化の加速は，住民を都市へと移動せしめ地域コミュ
ニティの崩壊を招来した．ドラッカー（1993）によ
り日本においてのみ成立する可能性があるとされてい
た職場コミュニティ注 15）もアメリカ的経営すなわち株
主優先の経営や成果主義の導入とともに形成されず，
希薄な人間関係はソーシャル・キャピタル注 16）（社会
関係資本）毀損の一因となっている．その結果，社会
的な格差が広がり，セーフティ・ネットなき競争社会
に我々を追い込んでいる．
　もう一つは，日本の大学スポーツは，それぞれの中
央競技団体の傘下にあり，同じ大学内であっても個別
の活動を行っているということである．各クラブは，
大学の体育会に所属してはいるものの，その体育会は
予算配分や練習場の確保などといったクラブ間の調整
協議的な場としての機能しか果たしていないのが実情

である．
　したがって，大学内においては，スポーツの本質に
かかわるような議論などは不活発であり，こうした事
情は，それぞれの競技団体においても同様であると考
えられる．
　もともと日本のスポーツは，明治維新の際に西欧の
列強に追いつき近代化を促進するとともに体躯の向上
をめざす目的で導入された性格も持つ．そして，在来
の剣術を中心とした武術の精神性が受け皿となり，外
来スポーツにも剣道，柔道などのように心と体を鍛え
る修練としての機能が求められたのである．
　このような経緯のもと，大学でのスポーツには，「知
育」・「徳育」・「体育」の言葉に象徴されているように，
「知育」としての最高学府から高等教育の習得，「徳育」
としての社会のロールモデルとしての高い倫理性，「体
育」としての競技力の向上が求められたのである．ま
た，プロスポーツや社会人スポーツの養成機関として
の役割も担ってきた．
　したがって，スポーツ選手には，プロスポーツに入
れば所属するチームが，社会人として就職した場合に
は所属する会社が，それぞれ新人教育を施すことと
なっていた．もちろん，一般社員として入社の場合は，
他の一般社員と同様の研修を受講することとなる．
　しかし，いわゆるバブル崩壊という経済環境の変化
により，企業はそれまでの積極的なメセナへの取り組
み方針を一転させ，イベント協賛の見直しやスポーツ
からの撤退を始め，チームを存続させるとしても，選手
については個人のプロ契約に移行させるなどアスリー
ト厚遇の方針を転換したのである．ここに，このような
方針の企業と契約したスポーツ選手は，大学・高校を
卒業と同時に自分自身のマネジメントを自分自身で行う
ことが求められ，人格面・行動面においてプロとして
の素養を身につける必要が生じてくるのである．
　また，日本では，イギリスにおける社会階層の象徴
としてのアマチュアリズムの解釈に対する誤解がある
ことも指摘できよう．これは，教育を統括する文科省
においてさえ問題視されている高校野球注 17）を，アマ
チュア・スポーツとして神聖視する傾向などに顕著に
みられる．スポーツ選手が社会のロールモデルとして，

注13） 栄陽子留学研究所監修，岩崎由純 ･峠野哲郎共著『スポー
ツ留学 in USA』三修社，2002年，24-37ページ．
注14） 例えば，東京の大学スポーツ選手の集団暴行，京都の大学
スポーツ選手が泥酔の女子大生を集団暴行で逮捕，毎年のよ
うに続く，スポーツ推薦の留年者の問題などの問題行動である．
注15） 「私は，『産業人の未来』（1942年），『新しい社会と新し
い経営』（1949年），『現代の経営』（1954年）において，個
人に対し，地位，機能，自律の責任を与える場として，「職
場コミュニティ」を論じた．
これは，日本でかなりの程度実現されたことである．
しかし，すでに述べたように，その日本においてすら，職場
コミュニティは長続きしそうにない．」
（P・F・ドラッカー『ポスト資本主義社会』，290-291ページ）
注16） ソーシャル・キャピタルについての議論は世界的な広が
りを見せており，日本においても内閣府が，2002年・2004
年に全国調査を実施し，その結果が公表されている．
『平成 14年度 内閣府委託調査 ソーシャル・キャピタル：豊
かな人間関係と市民活動の好循環を求めて』
『平成 17年 8月 内閣府経済社会総合研究所編 コミュニティ
機能再生とソーシャル・キャピタルに関する研究調査報告書』

注17） 我が国のスポーツ振興は，戦後から学校体育と企業内ス
ポーツのいわゆる実業団を中心として振興・発展がなされて
きた．甲子園の高校野球に代表されるように，高校野球で一
番になることを最大の目標に，学校区分年齢ごとの練習の中
で選手が育成されてきた．これは多くのスポーツ障害を持っ
た選手を生むことになり，選手の一生涯における可能性の上
からは決して賢明な方策とはいえない現実があり，その問題
点が従来から指摘されてきた．長年にわたりこのようなこと
が行われてきた背景には，戦後のわが国のスポーツ振興が科
学的背景を持たず，教育的精神論を中心に推し進められてき
たことによる．（時本「21世紀のスポーツ」．1995，p.162）
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競技生活に打ち込むための支援や競技引退後の生計を
たてる制度が脆弱にもかかわらず，大きな期待を担わ
されてきたことも事実である．
　さらに近年では，少子化の影響により，大学間の学
生獲得競争の手段としてスポーツが注目され，スポー
ツ選手が広告塔の役割を担わされている一面もある．
スポーツへの過度な集中は，その後の人生を直接的・
間接的に支えることになる学問への取り組みといった
ファーストキャリア形成を不安定にすることにつなが
る．教育の一環としてのスポーツ選手に対する十分な
ケアとしてのライフスキル教育が望まれ，これを一般
学生にまで拡大していくことが教育機関としての大学
の社会的責任であり，社会に対する貢献となると考え
られるのである．

Ⅴ．日本におけるライフステージとライフスキル

　1996年に当時の文部省の中央教育審議会（中教審）
は，「21世紀を展望した我が国の教育の在り方につい
て」という諮問に対する答申で，「我々はこれからの
子供たちに必要となるのは，いかに社会が変化しよう
と，自分で課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体
的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や
能力であり，また，自らを律しつつ，他人とともに協
調し，他人を思いやる心や感動する心など，豊かな人
間性であると考えた．たくましく生きるための健康や
体力が不可欠であることは言うまでもない．我々は，
こうした資質や能力を，変化の激しいこれからの社会
を［生きる力］と称することとし，これらをバランス
よくはぐくんでいくことが重要であると考えた」との
報告をしている注 18）．
　これが，いわゆる「ゆとり教育」の目標のひとつと
されたのだが，近年「ゆとり」の目的が達成されず，
しかも基礎学力低下が指摘されるなど，教育再生会議
で「ゆとり教育」の見直しが議論となっている注 19）．
　図は，日本におけるライフステージとライフスキル

の相関を示したものである．社会人になった後の階層
に応じたライフスキルについては，当然のことながら，
個人の責任もしくはその能力を求める会社などの組織
の責任において実施されるべきものである．
　一方，年齢に応じて実施されるべきライフスキル教
育は，家庭内での幼児のしつけから始まり，児童に対
しては義務教育として社会生活をする上での最低限の
スキルを獲得する場が用意されている．しかしながら，
高校全入時代を迎え，さらに大学進学人口も増えた状
況を考慮すると，公的なプログラムが教育の一環とし
て実施されるべきと思われるが，制度としては整備さ
れていない．青少年期には，「知育」・「徳育」・「体育」
がバランスよく実施されることが望ましいにもかかわ
らず，スポーツ選手に対しては「体育偏重」，進学希
望の生徒には「知育偏重」と二極分化し，その狭間に
あってライフスキルのベースである「徳育」が，等閑
視されているのが現状である．トップアスリートや，
あるいはトップ校進学を目指したが挫折した生徒への
ケアなど，セーフティ・ネットとしてのライフスキル
教育が必要であると判断される．
　新卒者に対しては，多くの企業で新入社員教育が実
施されるとともに，OJT（on the job training）などに
より社会人としての一般常識やその会社に応じたスキ
ルを備える訓練も行われる．企業の新卒へのこだわり
は，他社の文化に染まっていないということと，社員
の年齢構成のバランスをとることといった観点にあ
る．しかしながら，社会的・経済的な環境により新卒
採用者に増減が生じているのが実情である．
　一方，フリーターに対する企業の評価は，内閣府『平
成 18年度版　国民生活白書』注 20）によると，「根気が
なくいつやめるかわからない」，「責任感がない」，「年
齢相応の技能，知識がない」，「職業に対する意識など
の教育が必要」とネガティブなものとなっている．企
業の中途採用に応募するためには「専門的な技術・知
識」，「上司・同僚などとのコミュニケーション能力」，「接
客など顧客対応能力」などが必要とされている．そこ
でフリーター層は就職のためのスキル獲得を目的に一

注18） 『21世紀を展望した我が国の教育の在り方について（中
央教育審議会  第二次答申）』，1997年
注19） 第一次報告「社会総がかりで教育再生を～公教育再生へ
の第一歩～」（平成 19年 1月 24日）
教育再生会議では，「ゆとり教育」にかんして，以下の通り
報告している．
1．「ゆとり教育」を見直し，学力を向上する
（1） 「基礎学力強化プログラム」（学習指導要領改訂） （学習

指導要領改訂）
（2） 全国学力調査を新たにスタート，学力の把握・向上に生

かす
（3） 伸びる子は伸ばし，理解に時間のかかる子丁寧にきめ細

かな指導を行う
　さらに，『社会総がかりで教育再生を（最終報告）～教育

再生の実効性の担保のために～ 』（平成 20年 1月 31日）に
おいては，学力の向上に徹底的に取り組むことを前提とし，
授業時数を増加することや夏休みや土曜日の活用など弾力的
な時間設定で基礎学力の向上を図る旨の答申を行っている．
その具体的方策には，全国学力・学習状況調査の結果検証，
授業時間の増加，学習指導要領の弾力化，教科書の質量充実，
習熟度別・少人数指導，特別支援教育体制の強化などが挙げ
られている．
注20） 『平成 18年度版　国民生活白書』では，フリーターは「コ
ミュニケーション能力」も持っており，仕事についての責任
感もある」とされ，企業側の認識は誤解にもとづくものとさ
れているが，その誤解を解く責任をすべて企業に帰すことは
できるだろうかという疑問も生じる．→

→
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般の教育訓練機関などの利用を目指すこととなる．た
だし，フリーター層と一般の離職者とが異なるのは，フ
リーターには失業給付がなく教育訓練機関での受講専
念により未収入状態になり，スキルが獲得ができた際
の就業保証がないという二重のリスクを背負う点であ
る．
　その意味では，フリーターとなる前の段階，すなわ
ち大学生などの段階でのトレーニングが有効と判断さ
れるのである．アメリカにおいて，トータル・パーソ

ン・プログラムが一般学生にも適用されている事実は，
このようなことへの対応とも考えられる．
　大学教育全体のレベル低下は国力と国際競争力の低
下に直結する．そして，ソーシャル・キャピタルの毀
損は，信頼・安全などの維持といった社会的コストの
増加につながる．ライフスキル教育プログラムが社会
に対する大きな役割を果たし，早急に実施されるべき
政策と判断される所以である．

Ⅵ．展望と課題

　以上のような社会的な背景と問題意識のもと，われ
われは，ライフスキル教育開発についての研究会注 22）

を 2007年 1月よりスタートさせた．研究の目的は次
の 6点にある．
　すなわち，①日本で実践されているライフスキル教
育の実態の解明，②多様な現場の知見を集積すること
によるライフスキルの概念および教育プログラムの体
系化，③社会に対するロールモデルとして影響力を持
つスポーツマンの育成プログラム開発，④スポーツ選
手を対象としたライフスキル教育プログラムの実践，
⑤ライフスキル教育実践の評価法の確立，⑥スパイラ
ル的な効果を獲得するための地域におけるライフスキ
ル教育の拠点作り，である．これらにより，ライフス

注21）　著者作成

注21） MBA取得については，ビジネスの世界でのより高度
な教育プログラムとしてアメリカのマサチューセッツ工科
大学（MIT）スローン校のMBAのプログラムをみると，
Economic Analysis for Business Decisions（ミクロ経済理論，
完全競争市場，不完全競争市場，市場の失敗，ゲーム理論な
ど），Data, Models & Decisions（DMD）（Decision Tree，確率論，
サンプリング，回帰分析など），Finance Theory（割引現在
価値，債券価格，株式価格，ポートフォリオ理論，デリバ
ティブの基礎などファイナンスの基礎）といった高度な専門
的科目に加えて，Critical Thinking，Logical Thinking，Stress 
Management，Negotiationなど，前述のWHOが提示したテー
マのより高度な内容に相当する科目がみられる．
　アメリカの大学においては，スポーツ選手対象にスタート
したライフスキル教育が一般学生にも拡大して施され，社会
人として自立・自律するための基礎的な講義が実施されてい
る．そして，さらに意欲のある者が専門的な資格や能力を得
るために経営大学院などに挑戦し，その能力や技量をさらに
向上させるという仕組みとなっているのである．
　特にこの分野におけるプログラムについては，ライフス
テージの観点からみると，ミドルマネジメント層からトップ
マネジメント層へ，トップマネジメント層から CEOあるい
は COOへというように，より上位のステージを獲得するた
めのスキルであり，教育的な色彩よりビジネスにおける優越
したスキルの獲得，もしくは自己実現を図るための手段とし
ての色彩が強くなっている．

注22） 横山勝彦（同志社大学），辻　浅夫（京都外国語大学），
来田宣幸（京都工芸繊維大学），石井　智（大阪ガス），黒澤
寛己（京都塔南高校），大八木淳史（同志社大学大学院），吉
田良治（京都産業大学），辻中祐子（毎日新聞），松野光範（同
志社大学大学院），榊原大輔（同志社大学大学院）
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キルについての学術的な研究の進展と教育への貢献が
期待される．

　なお，本稿は，全国大学体育連合近畿支部シンポジ
ウム（2008年 3月 8日）における招待講演に加筆修
正したものである．
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